
します。 

先週は健康委員会より「メタボリックシンド

ロームについて」卓話を頂きありがとうござい

ます。メタボに対しロコモ（ロコモティブシンド

ロームの略）という症候群が２００７年から提

唱されております。内臓系統の病に対し、運動器

の障害により要介護になるリスクの高い状態を

指します。筋肉・関節・骨などのケガや疾患がで

ないように、日頃から運動やウオーキングを怠

らずに快適に過ごしましょう！合わせまして、

風水では人は９年の周期で山と谷を繰り返すと

言われてますが、個々の山と谷を見極め、上昇す

る人生のために、前向きに自らの人生を切り開

く事の大切であるとのことのようです！ 

☆会長報告 

１.３月３０日（土）大阪中之島ロータリークラブ

の２０周年式典が太閤園で開催されまして、当

クラブより１９名で出席して参りました。高島

ガバナーとのご関係もあり、歴代のパストガバ

ナー・４０クラブを超える各会長・幹事をはじ

め、大勢の方々が出席され、華やかで素晴らし

い式典でした。 

２.米山奨学会より、福原会員にカウンセラーの

感謝状、ならびに山本会員に委嘱状が届きまし

たので、ご報告申し上げます。 

 ☆☆ ４月度の在籍表彰 ☆☆ 

  29ヵ年 金田 五郎  23ヵ年 岸本 良一 

  21ヵ年 谷本 圭二  19ヵ年  在本 茂 

  19ヵ年 福原 哲晃  19ヵ年 中川 政照 

  18ヵ年 中島 豊彦  18ヵ年 大矢 平治   

  18ヵ年 徳岡昭七郎  17ヵ年 三谷 滋伸 

  17ヵ年 髙田 肇 

 ☆☆ ６ヵ月ホームクラブ皆出席者 ☆☆ 

 福井 興   橋本 守之  中島 康之 

  中村 修   髙松 貞彦       

                                       （以上敬称略☆  

＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

皆様こんにちは！！ ご来訪の皆様、ようこ

そお越しくださいました。会員の皆様も多数ご

出席ありがとうございます。また本日は、先般３

０周年の素晴らしい式典を終えられました大阪

大手前ロータリークラブ 山本会長・佐々木実行

委員長にご来訪頂き、誠にありがとうございます。 

例年になく慌ただしい２月・３月でしたが、お

かげ様で大過なく終わりまして、ラスト３か月

となりました。気を緩めること無く務めますの

で、引き続き皆様のご理解とご協力をお願い致

☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2198回） 

２）ソング  我等の生業 

３）卓 話 「職業奉仕を考えよう」 

    職業奉仕委員長 大矢 平治 会員 

４）ロータリー財団100万ドルミール実施 

次週（４月１８日）のお知らせ 

１）例 会 （2199回） 

２）ソング  ロータリー讃歌 

３）卓 話 「平和を実現する人は幸いです」 

       【人間について】-- 

           西海 栄悦 会員 

４）第5回被選理事会 

 ＡＰＲＩＬ １１ ２０１３ ＮＯ．２１９８ 

電話(06)6345-1115(直通) 電話(06)6341-4411(ホテル) FAX(06)6344-8222 

E-mail:temma-rc@temmabashirc.xsrv.jp  http://temmabashirc.xsrv.jp 

第2660地区 大阪天満橋ロータリークラブ 創 立 昭和42年(1967)11月4日 
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例 会 毎週木曜日 12時30分 ヒルトン大阪４F 

会 長 川原 和彦  幹 事 永田 秀次  広報委員長 高良 尚志 
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３.先週の例会日の夜、次年度新理事役員懇親会

が開催されました。在本会長エレクトからＰＥ

ＴＳの報告と次年度の決意を聞かせて頂きま

した。ホントにこれからご苦労様でございま

す。 

４．移転準備委員会を２度開催いたし、種々の準 

 備に奔走しておりますが、近々、中間的なご報 

 告をさせて頂きます。 

最後に・・・今月は雑誌月間に当たります。ロー

タリー誌の購読は、会費納入、例会出席と並ん

で、ロータリアンの３大義務の一つとされてい

ます。「ロータリーの友」誌には、随所に役に立

つ記事が載せられていますので、是非閲覧なさ

いますようお勧めいたします。 

☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① 「新年度ロスターの原稿」、ご確認済みの方は

事務局まで早急にご提出をお願いいたしま

す。なお、ご訂正のない場合もＯＫとご記入の

うえ必ずご提出をお願いいたします。 

② 次々週例会終了後「第５回被選理事会」を開催

いたします。本日ご案内させて頂いておりま

すので、関係各位宜しくお願いいたします。 

③ 「春の家族会」にご参加頂けます方は、ヒルト

ンの正面玄関でお待ちしておりますバスにご

乗車下さい。14：00出発ですので宜しくお願い

いたします。 

  ☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

３０周年記念例会では皆様のお蔭で無事終了す

る事が出来ました。誠にありがとうございました。 

         大阪大手前ＲＣ 山本 博史 

                       佐々木 宏 

大阪大手前ロータリークラブ山本会長、佐々木 

実行委員長、本日のご来訪ありがとうございま

す。創立３０周年心よりお祝い申し上げます。 

 川原 和彦 

大阪大手前ロータリークラブ山本会長、佐々木

実行委員長、創立３０周年記念式典盛大に開催

され、又本日ご来訪いただき、ありがとうござ

います。 永田 秀次 

誕生日を自分で祝い 西井 幾雄 

誕生日、結婚記念日自祝 目幸 文範 

誕生日自祝 箕村  保 

誕生日自祝 山村 朋史 

結婚記念日に綺麗な花と川原会長のお祝いの言

葉を頂き、ありがとうございました。松宮 清隆 

元会長の寺杣さんの息子さんをどうぞよろしく

お願いします。 在本  茂 

本日の卓話よろしくお願い致します。高良 尚志 

本日の家族会での夜桜見物楽しみにしています。

 中村  修 

昨日二人目の孫が生まれました。男子で初めて

の内孫です。孫の出生を自祝として 橋本 守之 

３週間のお休みを頂きました。連続欠席のお詫び

 鍬田 充生 

連続欠席を深くお詫び申し上げます。 

 松宮 清隆        

平成25年4月4日  合計金   83,000円 

          累計金 2,507,029円 

☆☆ 先週（4月 4日）の卓話 ☆☆ 

「  R A D A R 」  

            高良 尚志 会員 

1904年にドイツで船舶用レーダーについて特

許が取得されていますが、当時は採用されませ

んでした。レーダーが急速に進歩したのは第二

次世界大戦の頃で、初期段階で有効に利用した

のがBattle of Britainです。ヒトラードイツの再

軍備宣言により、イギリスはドイツによる爆撃

に対し強い危機感を抱きます。爆撃機の迎撃は、

予め戦闘機が飛んで待ち構える必要があります

ので、レーダーによる探知は極めて重要です。イ

ギリスのその当時のレーダー装置自体は、それ

ほど高度なものではなく、単体ではあまり精度

は良くありませんでしたが、数箇所からのデー

タを総合的に判定することにより、防空作戦に

効果的に利用することができました。 

1940年７月からのBattle of Britainにおいて

は、ほぼドイツ軍機の襲来を探知して適切な地

域の戦闘機隊に迎撃を命じ、予め待ち構えるこ

とができたため、ドイツ軍機をかなりの率で撃

墜することができましたが、数に勝るドイツ空

軍がイギリス空軍の航空基地と航空機工場に対

する攻撃を行い続けた結果、９月初めにはイギ

リス戦闘機の消耗が補充より大きくなり、パイ

ロットの補充も厳しくなっていました。 

ところが、ドイツ空軍がロンドン爆撃に転じ

たことにより、ドイツ軍機の損失が大きくなり、

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター ３名 会員総数 69名 

国内ゲスト  ２名 会員出席 51名(64名) 

外国ビジター ０名 出席規定適用免除 23名 

外国ゲスト  ０名 会員欠席 13名 

4月4日の出席率 79.69％ 

4週間前（3月14日）の 

メークアップを含む出席率 81.25％ 

メークアップ実施会員     6名（欠席者18名) 



イギリス空軍は基地の修復や戦闘機の補充が回

復して何とか息を吹き返します。 

ヒトラーは、９月中旬には上陸作戦の無期延

期・作戦準備中止を命じます。イギリスにとって

は非常に苦しい戦いでしたが、余裕のない戦闘

機隊の戦力を、レーダーを利用した総合的なシ

ステムにより効率的に用いることによって、何

とか粘り切り、勝ったと言うよりも負けなかっ

た訳です。 

－－大阪中之島ＲＣ２０周年－－ 

３月３０日、太閤園にて大阪中之島ロータ

リークラブの創立２０周年記念式典と祝賀会が

催され、当天満橋ＲＣから川原会長を始めとす

る多数の会員が参加しました。 

－－ 春  の  家  族  会 －－ 

４月４日の例会終了後、恒例の春の家族会が

開かれました。１４時にヒルトンホテル前を出

発したバスは、５０分ほどで東寺真言宗の総本

山である「東寺（教王護国寺）」に到着し、宗務

部長代理のお坊さんの案内で、塔頭の「観智院」、

続いて「小子房」「五重塔」「金堂」「講堂」を、

約２時間にわたって見学しました。各伽藍内部

に安置された、多数の国宝または重文の仏像や、

小子房内部の堂本印象（1891～1975）の襖絵が印

象的でした。 

同寺から三条岡崎通の「美濃吉本店・竹茂楼」

に移動し、１８時前に宴会が始まりました。先斗

町の綺麗どころのお酌を受け、また彼女らの舞

を観賞したりしながら、美味しい京懐石料理を

頂きました。 

２０時過ぎに宴が終わった後は、すぐ南方に

ある「天台宗・青蓮院門跡」に移動し、ライトアッ

プされたその境内（殿舎と庭園）を拝観しまし

た。天然記念物の超大クスノキの枝葉に覆われ

た同寺院前をバスで出発したのは２１時過ぎで

したが、その後は自由解散となり、土産の京銘菓

を手に、それぞれが家路につきました。 

参加者は、川原会長はじめ会員１７名、ご夫人

方７名の合計２４名と比較的小人数でしたが、

たいへん楽しく、意義の深い家族会でした。 

（親睦活動委員会） 

♪大阪天満橋ローターアクトクラブ♪ 

４月第２例会のお知らせ 

日 時：4月17日（水）19:30～20:50 

内  容：「新入会員のためのよくわかるRAC講座」 

    （担当：社会・クラブ奉仕委員会） 

場  所：錦城閣 

登録料：3,000円 

登録先：幹事 谷 綾花 

 mail：tenmabashi@2660rac.org 

   TEL：09051247458 

登録締切：4月12日（金） 



4月は「雑誌月間」に定められています。 

国際ロータリー誌（ザ・ロータリアン）および

地域雑誌（ロータリーの友など）の購読、通読、

活用促進に役立つプログラムを行う月間です。 

雑誌に対する会員の認識を深め、それによって

ロータリー情報の普及をはかることが目的とさ

れています。 

ロータリーの公式雑誌として「ザ・ロータリア

ン」が発刊された1911年1月25日を記念して、1月

25日を含む1週間を雑誌月間としておりました

が、1978～79年度から雑誌月間は4月に移され、

1983～84年度に特別月間として4月がロータリー

雑誌月間に指定され、今日に至っております。 

ロータリーの公式雑誌は、ＲＩの地域雑誌の

要件を満たし、ＲＩ理事会が指定した雑誌です。 

ＲＩ理事会から免除の承認を得たロータリーク

ラブ以外のクラブの会員は、会員身分のある限

り、ＲＩの機関雑誌（ザ・ロータリアン）または、

ＲＩ理事会が承認した地域雑誌(ロータリーの

友など）の購読を続けることを決められており

ます（標準クラブ定款参照）。 

地域雑誌の定義については、ＲＩの基本的方

針の枠内においてＲＩ役員を含める雑誌委員会

の監督のもとロータリーに関連した必要な情報

を確実に記載した記事をもって発行すること、

とされています。 

「ロータリーの友」は、1953年1月に、地区ガバ

バナーの機関誌として広い意味でのロータ

リー・インフォメーションの普及を目的として

発刊されました。 1977年の標準クラブ定款の改

正にともない、公式地域雑誌の規定が設けられ

ました。「 ロータリーの友」は1979年7月から１

年の実験期間にはいり、1980年7月から公式地域

雑誌となりました。「ロータリーの友」は、ロー

タリーの友委員会、一般社団法人 ロータリーの

友事務所の多くのロータリアン、職員によって

発行されています。 

しかし、「ロータリーの友」は、前述の通り標

準クラブ定款に定められていることで、読むこ

とが「義務である」と捉えられ、費用は払いなが

らも、皆様方の中には購読はせずに「積ん読」を

決め込んでいる方もおありかと思います。 しか

し、「ロータリーの友」は、皆様方が年次計画を

立案のときに苦慮した時に、世界・国内のクラブ

がどのような奉仕活動を実施しているかを知

り、立案のために大変有用なツールであると思

います。 デスクの上、カバンの中などに入れ、

少し時間があるときにページをめくってみては

いかがでしょうか。 業界誌とは別の楽しみ方を

したらいかがでしょうか。 

公共イメージの向上がＲＩ戦略計画の一つに

入っていますが、さまざまな機関誌からもロー

タリーの知識を吸収し、ロータリアン以外の人

からロータリーについて尋ねられた時に、より

多くを語り、公共イメージの向上に寄与したい

ものです。 

（ガバナー月信４月号より転載） 

☆☆ 本日のメニュー ☆☆ 

ビーフカレー  ミックスサラダ  コーヒー 

 

 

「雑誌月間」によせて 国際ロータリー第２６６０地区ガバナー 

高島 凱夫 
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